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９
月
８
日(
金)

、
県
子
牛
市
場
が
行
わ
れ
、
秋
元
登
志
幸

さ
ん(

薄
市)
の
去
勢
子
牛
が
平
均
価
格
５
１
５
千
円
を
大
幅

に
上
回
る｢

最
高
値
８
０
０
千
円｣

で
販
売
さ
れ
、
市
場
開
設

者
で
あ
る
青
森
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
西
北
五
地
区
の
子
牛
が
最
高
値
に
輝
く
こ
と
は
珍

し
く
、
去
勢
子
牛
で
は
初
め
て
の
快
挙
で
す
。

今
回
の
最
高
値
に
つ
い
て
、
秋
元
さ
ん
は
、｢

皮
膚
被
毛
が

優
れ
て
い
る
の
で
６
０
０
千
円
程
度
で
売
れ
る
と
思
っ
て
い
た
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��
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10
月
３
日

(

火)

、

循
環
型
推
進
協
議
会
西

北
五
支
部
が
主
催
し
て
、

豊
岡
地
区
と
八
幡
地
区

に
お
い
て
、
不
法
投
棄

さ
れ
た
ゴ
ミ
の
撤
去
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
撤
去
さ
れ
た

ゴ
ミ
の
量
は
、
約
14
ｔ

で
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
不
法
投
棄
禁
止
の
看

板
も
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ

は
決
め
ら
れ
た
方
法
で

処
分
し
ま
し
ょ
う
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

９
月
22
日(

金)

、

小
田
川
土
地
改
良
区

(

理
事
長
職
務
代
理

者
棟
方
兼
夫)

の
役

員
が
、
役
場
町
長
室

を
訪
れ
、
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策

の
促
進
に
つ
い
て
陳

情
し
ま
し
た
。

�
�

�
�
�

�
�
�

	
�
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10
月
18
日(

水)

、
中
泊
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
と
中
里
幼
稚
園
の
園
児
の
計
１
６
０
名
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
内
の
各
所
に
お
い
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
拭
き
や
ゴ

ミ
拾
い
、
草
取
り
な
ど
の
奉
仕
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

が
、
正
直
な

と
こ
ろ
驚
い

た
。
６
月
市

場
で
は
７
１

３
千
円
で
売

れ
た
子
牛
も

あ
り
、
徐
々

に
母
牛
の
改

良
の
効
果
が

現
れ
て
い
る
。

中
泊
町
で
肉

牛
生
産
の
仲

間
を
も
っ
と

増
や
し
た
い
。｣

と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
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交
通
安
全
運
動
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
金
木
地

区
交
通
安
全
協
会
葛
西
会
長
よ
り
、

町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
歩
行･

自
転
車
走
行
時
、

ま
た
、
高
齢
者
の
バ
イ
ク
・
自
動
車

の
運
転
等
に
つ
い
て
、
各
家
庭
に
お

い
て
も
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合

う
場
を
作
り
、
家
族
の
中
か
ら
交
通

事
故
の
被
害
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

��
��
��
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��
��
��
��
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10
月
14
日

(

土)

、
津
軽
鉄
道
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
て
、

｢

が
ん
ば
れ
！
津
軽
鉄
道｣

セ
ミ
ナ
ー

が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー｢

パ
ル
ナ
ス｣

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
30
名
が
参
加
し
、
八

戸
大
学
人
間
健
康
学
部
の
久
宗
周
二

助
教
授
の
話
題
提
供
の
ほ
か
、
グ
ル
ー

プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

��
��
��
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10
月
18
日(

水)

、
小
泊
赤
十
字
奉

仕
団
炊
き
出
し
訓
練
が
す
く
す
く
こ

ど
ま
り
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
、
各
分
団
等
か
ら
約

20
名
が
参
加
。
釜
の
設
置
か
ら
米
の

炊
き
上
が
り
ま
で
の
行
程
を
手
際
よ

く
行
い
ま
し
た
。

米
５
Kg(

約
40
食
分)

が
、
40
分

ほ
ど
で
炊
き
上
が
っ
た
後
、
参
加
者

で
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
団
員
は
、

今
回
の
炊
き
上
が
り
に
大
満
足
し
た

様
子
で
し
た
。
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９
月
18
日(

月)

、
む
つ

市
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に

お
い
て
、
小
泊
小
５
年
竹

谷
奎
太
く
ん
が
、
男
子
５

年
１
０
０
ｍ
で
優
勝
し
、

町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し

た
。

�

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�小

学
校
４
年
以
下
の
部

第
２
位

小
泊
小

�
�
�
�
 
!
"

第
３
位

中
里
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

小
泊
中

�
�
�
#
 
!
"

第
１
位

小
泊
中

第
２
位

中
里
中

$
%
�中

学
校
女
子
の
部

第
２
位

高
田

瑞
穂(

小
泊
中)

第
３
位

藪
田
亜
理
沙(

小
泊
中)
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平
成
18
年
10
月
14
日(

土)

・
15
日(

日)

の
２

日
間
、
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
日
本
一
を
決
め
る
大

会｢

全
国
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
２
０
０
６｣

が
沖
縄
県
本
部
町
・
エ
メ
ラ
ル
ド
ビ
ー
チ(

海

洋
博
公
園
内)

で
開
催
さ
れ
、
今
年
７
月
に
折

腰
内
ビ
ー
チ
に
お
い
て
開
催
し
た
青
森
県
大
会

か
ら
全
国
大
会
の
東
北
代
表
を
決
め
る
大
会
に

２
チ
ー
ム
が
選
考
さ
れ
８
月
に
宮
城
県
で
開
催

し
た
東
北
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
青

森
県
代
表
の｢

ダ
ー
ク
ホ
ー
ス(

八
戸
市)｣

が
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
、
出
場
し
ま

し
た
。

今
年
度
の
全
国
大
会
は
財
団
法
人
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
が
主
催
す
る
大
会
と
な
り
、
国
内
各

地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
、
12
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

１
次
ラ
ウ
ン
ド
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
各

グ
ル
ー
プ
１
位
の
３
チ
ー
ム
と
各
グ
ル
ー
プ
の

２
位
の
中
か
ら
１
チ
ー
ム
の
計
４
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
す
。
順
位
は
勝
ち

点
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
と
同
じ
方

式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

｢

ダ
ー
ク
ホ
ー
ス｣

は
第
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
入

り
、
初
戦
の
相
手
は
大
分
県
代
表
チ
ー
ム｢

ス

ウ
ェ
ル｣

と
初
対
戦
、
選
手
も
初
出
場
と
ゆ
う

関
係
か
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
の
時
間
が
経

つ
に
連
れ
動
き
が
良
く
な
り
後
半
に
３
点
目
を

入
れ
３
対
２
で
初
戦
を
飾
り
勝
ち
点
３
を
得
て

気
を
良
く
し
次
の
対
戦
を
待
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
第
２
戦
、
優
勝
候
補
の

開
催
地
代
表
の｢

レ
キ
オ
ス
Ｆ
Ｃ｣

と
の
対
戦

で
す
。
経
験
も
豊
富
で
練
習
量
も
多
く
強
い
チ
ー

ム
と
の
対
戦
、
試
合
開
始
か
ら
何
と
互
角
の
戦

い
、
前
半
は
５
対
５
で
折
り
返
し
、
後
半
時
間

が
経
つ
に
連
れ
交
代
す
る
選
手
が
無
い
こ
と
か

ら
徐
々
に
責
め
ら
れ
５
対
９
で
敗
戦
し
ま
し
た
。

第
３
戦
は
関
東
地
区
代
表
の
神
奈
川
代
表

｢

ボ
ン
フ
ァ
ム｣

。
昨
年
度
の｢

グ
リ
ッ
タ･

パ
ー

ス
ン
ズ
Ｂ｣

の
リ
ベ
ン
ジ
を
と
、
選
手
は
気
合

を
入
れ
試
合
に
臨
み
ま
し
た
が
、
疲
れ
が
ピ
ー

ク
の
状
態
で
は
思
う
よ
う
な
プ
レ
イ
が
出
来
ず

選
手
の
健
闘
む
な
し
く
１
対
12
で
惨
敗
を
し
ま

し
た
。

結
局
は
強
豪
が
ひ
し
め
く
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、

３
年
連
続
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
会
は
予
想
通
り
沖
縄
代
表
の｢

レ
キ
オ
ス

Ｆ
Ｃ｣

の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
と
に
か

く
沖
縄
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
際
立
つ
と
同
時
に
、

青
森
県
代
表
の
選
手
に
と
っ
て
も
、
全
国
屈
指

の
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
対
戦
で
き
、
非
常
に
よ

い
経
験
が
で
き
た
大
会
だ
と
思
い
ま
す
。

来
年
も｢

折
腰
内
ビ
ー
チ｣

で
開
催
さ
れ
る

大
会
を
盛
り
上
げ
青
森
県
の
予
選
、
東
北
予
選

の
開
催
を
含
め
、
東
北
で
初
め
て
発
祥
し
た
地

と
し
て
、
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ｢

ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
発
掘
・
育
成｣

と｢

海
と
人
間
の
共

生｣

を
テ
ー
マ
に
自
然
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
近
い
将
来
、
青
森
県
代
表
が
全
国
制

覇
、
日
本
代
表
入
り
で
き
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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毎
月
第
３
土
曜
日
に
、
こ
ど
ま
り

お
ま
つ
り
広
場
で
行
わ
れ
て
い
る
朝

市
が
、
10
月
15
日(

日)

に
ベ
ル
駐

車
場
で
な
か
ど
ま
り
新
鮮
市
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
鮮
な
海
の
幸

が
安
く
買
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
小
泊
産
黒
本
マ
グ
ロ
の
無

料
試
食
会
も
行
わ
れ
、
長
蛇
の
列
が

で
き
ま
し
た
。

10月22日 (日)､ 道の駅こどまりにおいて､ 日頃の利用に感謝し､ 秋の味覚食べ尽くしちゃってください
フェアが行われました｡
小泊産黒本マグロの即売や､ マグロとイカの握り､ 三平汁などが時価よりも安く振る舞われ､ 町内外から
たくさんの人が訪れました｡
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10
月
14
日(

土)

、
15
日(

日)

の
２
日
間
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー｢

パ
ル
ナ
ス｣

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術

館
中
泊
児
童
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
15
日
に
は
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
入
賞
し
た
児
童
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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10
月
22
日(

日)

、
パ
ル
ナ
ス
で
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル｢

尾
崎
豊
心
の
景
観｣

が
、
昼
・
夜
の
２
回
講
演
で
開
催
さ

れ
、
約
５
０
０
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

見
終
わ
っ
た
お
客
さ
ん
は
、｢

ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
初
め
て
み
た
け
ど
、
感
動

し
た
。
こ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
た
ら

ま
た
見
に
来
た
い
。｣

と
名
残
惜
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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未
成
年
者
の
喫
煙
予
防
と
禁
煙
及
び
分
煙
の
推
進
を
目
的
に
、
小
学
６
年
生

を
対
象
に｢

禁
煙
・
分
煙
推
進
ポ
ス
タ
ー｣

を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、

入
選
10
点
で
す
。
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小
山
内
和
隆
さ
ん(

中
里
小
６
年)

�
�
�

野
上

舞
衣
さ
ん(

薄
市
小
６
年)

�
�
�

佐
藤

奈
那
さ
ん(

武
田
小
６
年)

�
�
�

坂
田

春
乃
さ
ん(

小
泊
小
６
年)
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分
煙
と
は
、
タ
バ
コ
を
吸
え

る
場
所
と
吸
え
な
い
場
所
を
き

ち
ん
と
分
け
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。
単
に
空
間
を
仕
切
る
の
で

は
な
く
、
喫
煙
場
所
か
ら
周
囲

に
タ
バ
コ
の
煙(

有
害
成
分)

が
漏
れ
な
い
こ
と
が
第
一
条
件

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
家
庭
で
も

分
煙
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
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世
の
中
は
禁
煙
社
会
。
大
人

の
喫
煙
率
を
見
て
も
喫
煙
者
は

５
割
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
子
ど
も
も
含

め
る
と
、
世
の
中
に
は
圧
倒
的

に
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
の
方

が
多
い
の
で
す
。

｢

禁
煙｣

と
表
示
さ
れ
て
い

な
い
所
以
外
は
、
喫
煙
し
て
も

良
い
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
喫

煙
者
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

｢

喫
煙
場
所｣
以
外
で
は
喫
煙

し
な
い
こ
と
が
、
喫
煙
者
の
マ

ナ
ー
で
す
。
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

い
人
が
不
本
意
に
タ
バ
コ
の
煙

に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ

が
分
煙
で
す
。
特
に
子
ど
も
や

妊
婦
の
い
る
場
所
で
は
、
絶
対

に
喫
煙
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
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妊
娠
中
の
喫
煙
や
受
動
喫
煙
は
、

妊
娠
中
の
異
常
を
来
た
す
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
内
の

胎
児
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す(

た

ば
こ
の
煙
の
毒
性
物
質
は
、
精
子
、

卵
子
や
受
精
卵
の
遺
伝
子
を
傷
つ
け

る
と
と
も
に
、
器
官
形
成
期
の
細
胞

に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す)
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発
育
途
中
に
あ
る
子
供
の
脳
組
織

や
骨
格
、
呼
吸
器
は
、
大
人
よ
り
も

タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質

に
よ
っ
て
、
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負

い
ま
す
。
ま
た
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
も
病
気
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

〈
危
険
が
高
ま
る
病
気
、
障
害
〉

呼
吸
機
能
低
下
、
急
性
気
管
支
炎
、

喘
息
、
髄
膜
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
、
将
来
的
な

多
く
の
病
気

�
*
+
,
�
�
�

授
乳
し
て
い
る
お
母
さ
ん
が
、
喫

煙
し
た
り
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
た

り
す
る
と
、
母
乳
中
に
ニ
コ
チ
ン
や

発
ガ
ン
物
質
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
タ

バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
発
ガ
ン
物
質
の
ベ

ン
ツ
ピ
レ
ン
等
は
母
乳
中
に
移
行
し

や
す
く
、
母
乳
中
で
は
濃
縮
さ
れ
て

血
液
中
の
濃
度
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
を
含
ん
だ
母
乳
を
飲
ん
だ

乳
児
が
急
性
ニ
コ
チ
ン
中
毒
症
に
な
っ

て
吐
い
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
脈

が
速
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
母
親
は
卒
煙
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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軽
い
タ
バ
コ
は
安
全
だ
と
思
っ
て

吸
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
の
と
こ
ろ
の
穴
を
見

て
み
て
く
だ
さ
い
。
軽
い
と
言
わ
れ

る
タ
バ
コ
ほ
ど
穴
が
い
っ
ぱ
い
あ
い

て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
穴
か
ら
ビ
ュ
ー

ン
と
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
状
に
し
て
吸
う

こ
と
に
な
り
、
肺
の
奥
ま
で
い
っ
き

に
ニ
コ
チ
ン
が
入
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
軽
い
タ
バ
コ
で
は
吸
う
本
数
や
、

吸
う
ピ
ッ
チ
が
早
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
吸
い
方
で
は
、
ニ

コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
の
摂
取
量
は
、
喫

煙
者
が
考
え
る
ほ
ど
低
下
し
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
酸
化
炭
素
の
摂

取
量
は
か
え
っ
て
増
加
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
肺
が
ん
や
心
筋
梗

塞
の
危
険
性
が
高
く
な
る
の
で
す
。

軽
い
タ
バ
コ
で
あ
っ
て
も
、
絶
対

手
を
出
さ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。
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平
成
18
年
10
月
12
日
に
小
泊
保
育

園
で
給
食
室
か
ら
の
出
火
と
い
う
想

定
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
火
器
の
使
い
方
や
、
職
場
体
験
学

習
で
訪
れ
て
い
た
高
校
生
も
参
加
し

て
の
放
水
訓
練
な
ど
が
行
な
わ
れ
、

園
児
た
ち
も
各
教
室
か
ら
速
や
か
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
も
し
も

の
と
き
の
た
め
に
真
剣
に
避
難
訓
練

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
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平
成
18
年
10
月
18
日
、
滝
ノ
沢
旧

大
導
寺
牧
場
跡
で
山
岳
遭
難
救
助
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
山

岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会
五
所
川
原

支
部
の
警
察
、
消
防
、
そ
の
他
各
種

団
体
が
参
加
し
、
参
集
・
捜
索
・
救

助
技
術
の
向
上
と
、
各
団
体
間
の
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
行

わ
れ
ま
し
た
。

遭
難
者
の
捜
索
や
応
急
処
置
を
行

い
、
谷
底
か
ら
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
遭

難
者
を
つ
り
あ
げ
る
引
揚
救
助
訓
練

等
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
10
月
４
、
５
日
の
２
日

間
、
小
泊
中
学
校
の
生
徒
２
人
が
、

10
月
11
日
〜
13
日
の
３
日
間
に
か
け

て
五
所
川
原
農
業
高
等
学
校
の
生
徒

１
人
が
小
泊
消
防
署
に
職
場
体
験
学

習
の
た
め
訪
れ
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習
は
、
生
徒
の
職
業

観
・
勤
労
観
の
育
成
や
学
習
と
職
業

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
な
ど
の

目
的
の
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
学

習
生
た
ち
は
、
放
水
訓
練
や
心
肺
蘇

生
法
・
車
両
点
検
・
車
両
清
掃
な
ど

率
先
し
て
仕
事
を
こ
な
し
、
一
生
懸

命
に
頑
張
り
ま
し
た
。

消
防
署
と
し
て
も
地
域
に
貢
献
で

き
、
将
来
を
担
う
若
者
の
育
成
に
力

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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今
年
４
月
採
用
で
９
月
22
日
に
青

森
県
消
防
学
校
消
防
初
任
教
育
の
課

程
を
卒
業
し
、
中
里
消
防
署
に
勤
務

と
な
り
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

��������	

『

抱
負』

消
防
士

毛
内

健
晴

こ
の
度
、
４
月
に
消
防
士
と
し
て

採
用
に
な
り
、
半
年
間
の
消
防
学
校

生
活
を
卒
業
し
、
中
里
消
防
署
に
配

属
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
救
急
救
命
士
の
免
許
を
取
得

し
て
お
り
、
救
急
車
に
乗
る
事
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
救
急
は
出
動
回
数

が
多
い
の
で
毎
日
勉
強
し
、
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
み

な
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
段
と
寒
く
な
り
、
暖

房
用
の
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
使
用
前

に
一
度
点
検
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

☆
煙
突
、
排
気
口
な
ど
に
、
綿
ゴ
ミ

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

☆
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
、
洗
濯
物
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
は
あ
り
ま
ん

か
？

☆
暖
房
器
具
の
取
扱
い
説
明
書
を
読

ん
で
、
性
能
を
再
確
認
す
る
。

☆
給
油
の
時
は
、
火
を
消
し
て
か
ら

行
う
。
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青森河川国道事務所がこのほど､ 当町長泥地区に

洪水時に川の推移状況を確認できる量水標を設置し

ました｡

【担当 消防防災係 内線18】

���������	
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小泊地区町有地を一般競争入札で売却します｡
売却地概要

�� � � � 平成18年11月17日 (金) 午前10時
����� 字小泊435 (売却地で行います｡)
※現地説明会へ参加しなければ､ 入札への参加は
できません｡

�� � � 平成18年11月21日 (火) 午後２時
����� 中泊町役場 研修所２階

[入札参加者の資格]
・中泊町内に住所を有する者
・成年被後見人及び被保佐人並びに破産者でない者

※契約及び代金の納入等については､ 現地説明の
際にお知らせします｡

【担当 管財係 内線42】

� � � � � � �

中泊町大字小泊字
小泊435

宅 地
84.35㎡
(25.5坪)
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＜町議選挙の立候補予定者の皆様へ＞
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上記のとおり説明会を開催しますので､ 立候補予
定者又は代理人の出席をお願いいたします｡
立候補届出書類や注意事項の説明をしますので､
是非ご出席くださるようお願いいたします｡

��������	
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◇受付期間 12月４日～15日
◇受付場所 本庁(選管)と支所(管理課)

※申請用紙(宣誓書)は､ 本庁(選管)と
支所(管理課)にあります｡

◇申請方法 宣誓書に氏名・生年月日・送付先等を
記入していただきます｡
※本人でなくても､ 家族や代理人が申
請できます｡

◇発送予定 予約された方へは､ 12月17日から簡易
書留速達で発送します｡

�����������

◇投票できるのは､ 12月20日～23日です｡
※郵便が届いても､ 12月20日からでないと投票で
きません｡

◇最寄りの選挙管理委員会へ行き､ 投票することに
なります｡
※選管担当者の執務時間内に手続きをしてくださ
い｡

◇返送は､ 投票を受け付けた選管担当者が行います｡
※選管職員の立ち会い無しで､ 返送すると無効に
なります｡

◇返送期間を見込んで､ 早めに手続きをしてくださ
い｡
※12月24日(投票日)に､ こちらへ到着するように
お願いいたします｡
【担当 選挙管理委員会事務局 内線61】
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11月１日から国保出産育児一時金受取代理制度が開始
されます｡ この制度とは､ 被保険者が医療機関等におい
て出産費用を支払う負担を軽減するため､ 医療機関等が
被保険者に代わって出産育児一時金 (上限35万円) を受
け取ることができるようにした制度です｡

◇対象者は､ 次の要件を満たす被保険者の属する世帯の
世帯主です｡
①出産育児一時金を受ける見込みがあること｡
②出産予定まで1ヶ月以内であること｡
◇申請時に準備するもの
①国民健康保険被保険者証
②母子健康手帳又は出産予定日を証明する書類
③印鑑
◇次の場合に限り出産後でも手続きは可能です｡
①出産後退院までの申請であること｡
②医療機関等から分娩費の請求がなされていないこと｡

【担当 国保係 内線33・36】
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県では､ 母子家庭・寡婦の方々に対し､ 経済的自
立の助成と生活意欲の助成を図るため､ 母子・寡婦
福祉資金の貸付を行っています｡

◇対 象 者 平成19年４月に高等学校､ 短期大学､
大学､ 専門学校等に進学または修業施設に入所を
希望する児童を現に扶養している方
◇対象となる資金
・就学支度資金
・修学資金
・修業資金
◇申込期限 平成18年12月８日(金)

【担当 福祉係 内線23】
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近年､ 悪質なリフォーム被害が大きな社会的問題
となって､ 住宅リフォームに対する消費者の不安が
拡大し､ 本来必要なリフォームが適切に実施されな
いことが懸念されています｡
リフォーム工事には､ 小規模なものから大規模な
ものまでいろいろありますが､ 大規模なリフォーム
では構造安全上のチェック・小規模なリフォームで
も地震への配慮・健康への影響など､ リフォームな
らではの知識や技術が必要になります｡
町では､ 町民が安心できる適切なリフォームを推
進し､ ひいては悪質なリフォーム被害防止の観点か
ら､ 住宅リフォーム相談窓口を開設いたしました｡
リフォームの前後を問わずお気軽にご相談下さるよ
うお知らせいたします｡

【担当 建築係 内線68・69】
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特別蔵書点検のため､ 次のとおり図書館を休館と
させていただきます｡ お間違いのないようにご注意
ください｡
� � �
������������� ��������!��"�#$
※なお､ 本の返却については返却箱をご利用ください｡

(24時間利用可)
%�&'()(*+,-./
｢野菜たっぷりのおかず｣
｢村上春樹の著書 (カフカ賞・オコナー賞受賞)｣
をテーマにした本の展示をします｡
����
名もなき毒 宮部みゆき 幻 冬 舎
邪魅の雫 京極 夏彦 講 談 社
桜ハウス 藤堂志津子 集 英 社
ナイチンゲールの沈黙 海堂 尊 宝 島 社
警察裏物語 北芝 健 バ ジ リ コ

【担当 図書館�69－1111】

�
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0012�34500

◇日 時 平成18年11月14日 (火)

午前10：00～11：30

◇場 所 中泊町総合文化センター

(研修室)

◇演 題 ようこそ､ こどもの心・からだ｡

◇講 師 こどものくに保育園々長

佐 藤 秀 樹

◇受講料 無料

※心とからだの発達や親子のふれあい (あそびも含

めて) をたのしくおしゃべりしてくれます｡

どなたでも参加して下さい｡ 待ってま～す｡

0012�3600

◇日 時 平成18年11月21日 (火)

午前10：00～11：30

◇場 所 支援センターホール (中里保育所内)

◇テーマ 乳幼児の健康

����	�
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◇講 師 中里保健センター

保健師 古 川 三枝子

◇受講料 無料

※乳幼児のこんな症状にはこう対応…一緒に勉強し

ましょう｡ お友達をさそってきてね｡

【担当 中里地域子育て支援センター�57―4157】

� 
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中央公民館では､ 毎年恒例となっている ｢門松づ

くり教室｣ を今年も下記のとおり実施しますので､

受講を希望される方は電話等でお申込みください｡

◇日 時 12月26日 (火) 午前９時～11時頃まで

◇場 所 中泊町中央公民館・大ホール

◇対 象 者 児童と父母､ 中泊町民

◇募集人数 40名

◇受 講 料 材料代として１組 (２個) 1,500円

◇申込締切 11月30日 (木) まで (材料注文の関係

上､ 厳守にてお願いします)

※ただし､ 募集人数に達した時点で申込み〆切りと

なりますので､ 受講希望者は早めにお申込みくだ

さい｡

【担当 中央公民館�57―2341】

��������	
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開催場所 五所川原市字幾世森24－15
ふるさと交流圏民センター ｢オルテンシ
ア｣ 小ホール

※出席の際は､ 事前に郵送されている関係書類を持
参してください｡

【問い合わせ先】
五所川原税務署 法人課税部門

�0173－34－3279 (直通)

���� ���� 
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11月16日
(木)

９時30分
10：00～
12：00

鯵ヶ沢町､ 板柳町､ 鶴田町

13時00分
13：30～
15：30

つがる市､ 深 浦 町

11月17日
(金)

９時30分
10：00～
12：00

五所川原市 (金木町､ 市浦を除
く法人)

13時00分
13：30～
15：30

五所川原市 (個人)､五所川原市
金木町･五所川原市市浦､中泊町

���������� !"#$!���
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◇日 時 平成18年11月17日 (金)
午前９時から正午

◇場 所 青森県立弘前高等技術専門校つがる
校 (実施主体)
つがる市木造桜木17－２

◇対 象 者 地域住民
◇実施内容
１� 溶接科 焼き肉鉄板の製作
２� 建築科 鉢上げ台の製作
３� 配管科 プランター台の製作

◇定 員 各訓練科20名とする｡
◇服 装 実技のできる衣服やズック等を着用

し､ 安全に作業できる服装であるこ
と｡

◇受 講 料 無料 (保険等については､ 各自で対
応すること｡)

◇受付期間 平成18年11月７日 (火) から平成18
年11月14日 (火) まで
(土､ 日曜日を除く午前９時から午
後４時30分)
(各科共､ 先着20名で締切)

◇問い合わせ､ 申込み先
青森県立弘前高等技術専門校つがる校
〒038－3146 つがる市木造桜木17－２

�0173－42－2424

� % & ' ( ) � � � � �

()*+,-,.�/0$%&'

ＪＡＳ法 (｢農林物資の規格化及び品質表示の適
正化に関する法律｣) に基づき､ 消費者に販売され
る全ての食品に表示が義務づけられています｡
『原産地』 について､ 現在は生鮮食品 (農畜水産

物) への 『原産地』 表示と一部加工食品 (８品目)
に 『原料原産地』 が表示されています｡
10月２日から 『原料原産地』 を表示すべき加工食
品は従来の８品目から､ 生鮮食品に近い20食品群に
拡大されます｡

12*+$3&()*+456*+78

【農産加工食品】①乾燥したもの②塩蔵したもの③
ゆで又は蒸したもの④異種混合したもの⑤緑茶⑥も
ち⑦いり豆⑧こんにゃく【畜産加工食品】⑨調味し
たもの⑩ゆで又は蒸したもの⑪表面をあぶったもの
⑫衣をつけたもの (フライ種) ⑬異種混合したもの
【水産加工食品】⑭乾燥したもの⑮塩蔵したもの⑯
調味したもの⑰ゆで又は蒸したもの⑱表面をあぶっ
たもの⑲衣をつけたもの (フライ種) 【その他】⑳
農畜水産物の生鮮食品を異種混合したもの

�����*+,-./������

9:;$<=>?@ABC"#$%&'

と き：平成18年11月17日 (金) 10：00～17：00

ところ：青森地方法務局五所川原支局の相談室｡ 電

話相談する方は､ 0173－34－2330へ
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● 個々の労働者と事業主の間の解雇､ 配置転換､ 賃下げ､ セクハラ等の労働関係のあらゆる紛争を対象に
無料でご利用いただけます｡

○ 詳しくは､ 青森労働局総務部企画室 (017-734-4212) 又は五所川原労働基準監督署庁舎内総合労働相談
コーナーまでお問合せください｡

��������	
�� (http://www.aomori.plb.go.jp/seido/seido01.html)
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中里高校では､ ｢地域から選ばれる学校づくり｣ を目指しており､ その活動の一環として下記により地域の皆様に授

業を公開します｡
当日は本校の様子を御覧頂くとともに皆様の御感想を頂き､ 今後の学校づくりに生かしたいと考えておりますので､

どうぞお気軽に御参観下さい｡
����� 平成18年11月14日 (火曜日) 10：45～12：35
�� !" １. 職員玄関からお入り下さい｡ 事務室で ｢入校証｣ をもらう手続きをして下さい｡

２. 授業は御自由に参観して下さい｡
３. お帰りの際､ アンケートの記入に御協力下さい｡

�# $ � １. お車は所定の位置に駐車して下さい｡ なお､ 駐車場での事故等について､ 学校はその責を負いません｡
２. スリッパは用意してあります｡
３. 学生食堂等はありません｡

問い合わせ先 青森県立中里高等学校
�0173 (58) 3149

� 4 5 6 7 8 9 : ; < = >
?@ABC<=D09� 2
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中泊町心配ごと相談所では､ 特設合同相談所を下記の
とおり開設します｡ 青森県高齢者総合相談センターと共
催で法律相談にも応じます｡ 相談は無料ですので､ お気
軽においでください｡ 秘密は必ず守ります｡

＜一般相談＞

＜法律相談＞

◆日 時 平成18年12月４日 (月)
午前９時から午後２時まで

◆場 所 中里会場：中泊町老人福祉センター
小泊会場：中泊町日本海漁火センター

◆日 時 平成18年12月４日 (月)
午前９時から12時まで

◆場 所 小泊会場：中泊町日本海漁火センター
◆相談員 弁護士
◆定 員 ６名までの予約制です｡

事前に電話で予約してください｡
(定員になり次第締め切らせていただきます｡)

◆予 約
問い合わせ先

中泊町社会福祉協議会 (�57－4841)
担当：白川

〃 小泊支所 (�64－2905)
担当：加藤
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この機会に年金のことなら何でもご相談ください｡
年金サービスとして11月を年金月間として社会保険庁で全国で行っております｡ みなさん一人一人に年金

を身近に感じて欲しい､ みなさんの心配・不安を解消したいという思いで弘前社会保険事務所では年金相談
をおこなうこととしました｡ 自分の年金は今どうなっているんだろうか？､ 将来年金ってもらえるの？､ 年
金のことをもっと知りたい！という方はぜひこの機会にご相談ください｡
◇日 時 平成18年11月11日 (土) ＡＭ10：30～ＰＭ15：00
◇場 所 小泊支所 和室

��������������
年間に受け取る年金額が､ 108万円以上 (65歳以上の方は158万円以上※金額は平成18年のものです) の方

については､ 各支払期に支払われる年金額から所得税が源泉徴収されます｡ 支払われる年金から配偶者控除
や扶養控除等の各種控除を受けるためには､ 毎年 ｢扶養親族等申告書｣ を提出していただく必要があります
(控除対象配偶者や扶養親族となる方がいない場合でも､ 受給者本人にかかる基礎控除を受けることができ
ますので､ 申告書を提出する必要があります)｡
この ｢扶養親族等申告書｣ の用紙 (はがき) は10月下旬から11月上旬頃 (※予定) に社会保険業務センター
から送付されますので､ 12月上旬 (※予定) の提出期限までに提出してください (年金額が少なくて源泉徴
収の対象とならない方､ 障害年金や遺族年金を受けている方には申告書は送られません)｡
もし期限までに申告書が提出されないと､ 支払われる年金から各種控除が受けられず､ 源泉徴収される所

得税の額が多くなりますのでご注意ください｡
なお､ 二つ以上の年金の支払者に対し申告書を提出している方や､ 年金以外に給与等の所得がある方など

は､ 確定申告をする必要があります｡

�������� ��������
平成18年１月から平成18年12月までの間に納めた国民年金保険料は ｢社会保険料控除｣ として全額が所得

から控除されます｡
申告できるのは､ 平成18年中に毎月納めた保険料のほかに､ 過去の期間分で､ 未納や免除を受けた分を平

成18年中に納めた保険料額になります｡
年末調整や確定申告で国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合は､ 保険料の支払いを証明す

る書類の添付が必要です｡ その際は､ 社会保険庁より11月初旬 (予定) に発行される ｢社会保険料 (国民年
金保険料) 控除証明書｣ や領収書などを忘れずにお持ちください (10月以降に本年初めて保険料を納付する
方については､ 翌年２月初旬に証明書が送付される予定です)｡
年末調整や確定申告の手続きの際は必ずこの証明書や領収書が必要となりますので､ 申告を行うまで大切

に保管してください｡

����� 弘前社会保険事務所またはねんきんダイヤル (0570－07－1165 土・日・祝日を除く午前８時
30分から午後５時まで) までお問い合わせください｡
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国民年金基金は､ 自営業者などの方が豊かな老後生活を過ごせるように､ 基礎年金に上積みする ｢公的｣

な年金制度です｡
加入できるのは､ 20歳から60歳未満の国民年金第１号被保険者です｡
掛け金は､ 加入時の年齢と選んだ型､ 口数によって決まります｡ (掛金の月額上限は６万８千円)
また､ 掛け金は全額､ 社会保険料控除､ さらに受け取る年金には公的年金等控除が適用されますので､ 税

制上､ 大変有利です｡ 加入方法や受け取る年金の額等､ 詳しい内容については､ ｢青森県国民年金基金｣ ま
でお問い合わせください｡ ホームページからは加入シミュレーションや資料請求､ 電子メールでの相談がで
きます｡ http://www.aomorikikin.or.jp (アオモリキキン. オア. ジェイピー)

詳しいお問い合わせ先 青森県国民年金基金

(通話無料) ０１２０－６５－４１９２
� � � � � � � � � � � � � � � �
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奈
良

利り

功く

(

男
・
友
弘)

今
泉
下

太
田

瑠る

偉い

(

男
・
撤
也)

花
丘
町

敦
賀

望
の
ぞ
み(

女
・
金
光)

浜

町

石

澤

賢(

上
豊
岡)

鳴

海

博

子(

つ
が
る
市)

田

口

照

人(

五
所
川
原
市)

菅

原

直

美(

上
豊
岡)

神

昌

行(

鰺
ヶ
沢
町)

新

岡

由

香(

尾

別)

篠

原

裕

也(

長
野
県)

今

華
奈
子(

富

野)

吉

川

悟(

青
森
市)

田

中

美

希(

大
沢
内)

太

田

幸

志(

つ
が
る
市)

横

山

恵
美
子(

向
町
上)

赤

石

一

樹(

宮
野
沢)

鈴

木

恵

美(

宮
野
沢)

葛

西

市
三
郎

81(

五

林)

棟

方

リ

ミ

91(

薄
市
上)

田

中

セ

イ

81(

薄
市
下)

古

川

義

男

68(

派
立
中)

中

村

ミ

ツ

73(

薄
市
下)

小

野

昭

永

77(

五

林)

三

和

清

治

71(

派
立
上)

佐

藤

テ

イ

71(

派
立
中)

佐

野

鐵
太
郎

83(

田
茂
木)

本

庄

彩

音

７(

宮
野
沢)

今

忠

俊

75(

派
立
中)

中

村

正

美

71(

薄
市
上)

山

田

か

す

94(

向
町
下)

古

川

照

彦

30(

派
立
下)

青

山

ミ

子

91(

今
泉
下)

斎

藤

定

男

47(

竹

田)

山

本

政

直

84(

上
高
根)

井

沼

清

貴

51(

小
泊
派
立)

越

野

キ
リ
エ

59(

若
葉
町)

羽

賀

十
一
郎

81(

小
泊
派
立)

奈

良

繁

正

83(

下
前
中)
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���
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(

９
月
届
出
分)
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９月末現在(前月比)

人 口 14,685人(－40)

男 7,007人(－17)

女 7,678人(－23)

世帯数 5,174戸(＋２)

出生 ４ ／ 死亡 21

転入 28 ／ 転出 51
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た
の
し
い
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
整
理
券
の
配
布
は
、
10
月
30
日
で
終

了
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ど
ん
な
お
話
が
聞
け
る
か
楽
し

み
で
す
ね
。
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中
里
・
小
泊
両
地
域
で
収
集
さ

れ
た
各
種
資
料
約
二
五
〇
点
を
展

示
し
、
農
村
と
漁
村
に
お
け
る
生

活
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

会

期

12
月
24
日(

日)

ま
で

休
館
日

毎
週
月
曜
・
毎
月
第
４

木
曜
・
祝
日

入
館
料

小
・
中
学
生
五
〇
円

高
校
・
学
生
一
〇
〇
円

一
般
二
〇
〇
円

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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30
年
代
深
郷
田
遺
跡
よ
り
出
土

し
た
縄
文
土
偶
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
寄
贈
者
は
渡
邊
兼
庸
氏(

東

京
在
住
・
前
国
立
国
会
図
書
館
東

洋
文
庫
長)
。
昭
和
40
年
に
刊
行

さ
れ
た『

中
里
町
誌』

に
は
本
土

偶
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
実
物
は
行
方
が
知
れ
ず

｢

幻
の
土
偶｣

と
な
っ
て
い
ま
し

た
。土

偶
は
高
さ
一
一
〇
㍉
、
幅
七

五
㍉
で
上
半
部
が
欠
損
し
て
い
ま

す
。
板
状
土
偶
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
文
様
の
特
徴
か
ら
は
縄
文
時

代
中
期
後
葉(

約
四
千
年
前)

の

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
裏
に
は

｢

昭
和
36
、11
、15
日
深
郷
田
善
導

寺
下
よ
り
掘
る
輪
島
林
蔵
松
坂
龍

彦
共
に
掘
る｣

と
記
さ
れ
た
付
箋

が
貼
ら
れ
て
お
り
、
出
土
の
経
緯

が
わ
か
り
ま
す
。

渡
邊
氏
は
昭
和
37
年
深
郷
田
遺

跡
を
発
掘
調
査
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
と
き
に
輪
島
氏
等
か
ら

入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
永
ら
く
東
京
で
眠
っ
て
い

ま
し
た
が
、
先
頃
偶
然
再
発
見
さ

れ
45
年
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
還
を
果

た
し
ま
し
た
。
板
状
土
偶
は
、
年

明
け
よ
り
博
物
館
に
て
公
開
す
る

予
定
で
す
。
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町
指
定
文
化
財｢

ド
ゲ
ブ
ネ｣

な
ら
び
に｢

イ
ソ
ブ
ネ｣

が
、
小

泊
支
所
倉
庫
よ
り
旧
下
前
小
学
校

へ
移
動
し
ま
し
た
。
ド
ゲ
ブ
ネ
は
、

長
さ
約
六
㍍
、
幅
約
一
㍍
、
船
首

が
広
い
独
特
な
形
態
を
し
た
磯
廻

り
用
の
舟
で
、
波
や
風
に
強
く
揺

れ
が
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
34
年
船
大
工
柳
沢
儀
助
氏
に

よ
っ
て
建
造
さ
れ
、
昭
和
50
年
代

ま
で
八
十
年
間
に
わ
た
っ
て
活
躍

し
ま
し
た
が
、
退
役
後
は｢

小
泊

の
歴
史
を
語
る
会｣

に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
転
々
と
居
場

所
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
安
住
の
地
を
見
出
し
ま
し
た
。

同
校
に
は
、
漁
具
等
の
民
俗
資
料

も
移
転
さ
れ
る
予
定
で
す
。


